
万国の労働者団結せよ！万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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500円

労働組合・労働者の反戦闘争� ２〜３面２〜３面

壊憲NO！96条改悪反対連絡会議の憲法闘争� ４面４面

戦争と平和の問題を考えるこの三作� ５面５面
岸田政権の原発政策にNO！� ６〜７面６〜７面

大阪の火曜行動が500回目� ８面８面
労働問題＝ウーバーイーツ・京成電鉄脱線� 10面10面
（最終回）『神聖喜劇』紀行��対馬への旅� 11面11面
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１９７３年の山下菊二（1919～ 1986）のこの作品からは、16世紀の画家ボッシュを思わせる幻想的で豊饒な風
刺のイメージが伝わる。ただ、同時期の＜反天皇制シリーズ＞や少しあとの＜戦争と狭山裁判＞のコラージュに
見られる反権力・反差別の直截な表現はここにはない。しかし、この作品では、人間社会を蝕む現代の「地獄」、
そしてそれへの恐れや危機感覚が、寓意的にではあるが確実にシュルレアリスムの手法で形象化されている。

山下菊二＜鶏群地獄＞（1973年）


